
事業概要報告書 

 
特定⾮営利活動法⼈ ELP 

代表理事 ⽵村眞⼀ 
 
今回助成いただいた事業につき以下、ご報告申し上げます。 
 
事業①「海の⽣きもの地球ミュージアム」開催 
  
2022 年 8 ⽉ 20 ⽇〜31 ⽇の会期にて「海の⽣きもの地球ミュージアム」を千代⽥区麹町（半
蔵⾨交差点前）の LIFULL Table にて開催いたしました。 
NHK の⼈気いきもの番組『ダーウィンが来た！』の映像とデジタル地球儀 Sphere の組み
合わせで、それぞれの⽣きものの⽣態を貴重な現場記録映像で⾒ながら、その⽣態系や環境
危機との関わり（たとえばクジラと流氷と北の海の豊かさの関係、ホッキョクグマとその⽣
存を脅かす北極圏の温暖化、マグロの移動経路に集まるプラごみ問題、サンゴと海洋酸性化
など）を「地球⽬線」でデジタル地球儀で確認する、というメディアデザインとしても初の
試みでした。 
これは「海」への次世代の関⼼を⾼める斬新なアプローチとして、⼤きな反響がありました
（来場者の⼦供達とその親のアンケートを参照）。 
 
映像と地球儀をただ⾒て終わりでなく、ミュージアムとしての⼀連の「体験ストーリー設計」 
すなわち； 
１）まず劇場版『ダーウィンが来た！』で海の⽣きもののリアルな映像を⾒て 
２）その⽣態や環境危機についての詳しい解説を⼤型 Sphere 地球儀のデモンストレーショ
ンを交えて受けたあと 
３）さらに「⾃由研究コーナー」で⼦供達が⾃由に⼩型 60cm 版 Sphere 地球儀を⾃分で操
作しながら深掘り探求する（操作や情報探索に⼤学⽣の Sphereナビゲーターが補佐） 
４）窓辺のポスター解説でもさらに詳細な海に関する解説や海洋危機の実態を知る 
という流れが功を奏したと考えています。 
これが⼦供達の「もっと海について、地球について知りたい」という探究⼼を喚起し、後述
（事業③）の『千代⽥アースクール』開講へとつながりました。 
 
また TV メディアとデジタル地球儀という現代ならではの「メディアミックス実験」とし
て、『ダーウィンが来た！』番組制作ディレクターやプロデューサーを中⼼に NHK 関係者
にもポジティブな反応を得ました。（別添；NHK 関係者からの感想転載を参照） 



 
開催概要 
■会 期：2022 年 8 ⽉ 20 ⽇(⼟)〜8 ⽉ 31 ⽇(⽔) 
■会 場：千代⽥区麹町 1-4-4 LIFULL本社 1階 LIFULL Table 
■定 員：計 1400名 
 
開催実績 
■来場者：計 825 名 
■満⾜度： 93.04%* 
※アンケート調査で 5 段階評価、「⼤変満⾜」「満⾜」の合計。有効回答数 203件。 
 
開催所感 
本年 6 ⽉頃からのコロナ感染再拡⼤を受け、開催時期を 8 ⽉下旬に延期したものの、な
お感染拡⼤が収まらず不安を抱えての開催でした。そこで三密回避のため、かなり⼊場者制
限を設けて参加者募集の告知を⾏いました。 
基本「事前予約制」とし、三密を避けた席配置（席数の制限とともに、家族単位で座っても
らえるようテーブルの「島」を設けるなど）に留意した結果、劇場版上映やトークショー参
加を各回「上限40名」で募集することとなりました（劇場版上映は午前と午後の１⽇２回）。 
結果として、会期 12 ⽇間で 900名弱という⼊場者数でしたが、上映２回＋トークショーで
1 ⽇あたりの事前参加申込み者数の上限が 120名であったと考えれば、（事前申込み者数の
うち実際に来場する⼈数の歩留まりが通常８割程度として）ほぼ上限に近い⼈数が来場し
たと思われます。⼟⽇を中⼼に予約が早期に満席となった⽇も多く、⼈数制限を緩めれば参
加者数を増やすことが出来ましたが、「コロナとの共存」という状況で可能な最⼤限の結果
として受け⽌めています。 
 
他⽅、⼀⼈当たりの平均的な「滞在時間の⻑さ」は、単純な参加者数では表せない展⽰の成
果と考えております。 
過去に私共が⾏った六本⽊ヒルズや丸の内での「触れる地球ミュージアム」開催実績と⽐較
しても、圧倒的に⼦供たち（親⼦）の滞在時間が⻑く、なかには上映やトークショーも含め
て５〜６時間滞在していた親⼦、リピーターで何度も来場した家族も多くおられました。
（おもに「⾃由研究コーナー」で地球儀を回しながらより深く「海」や海洋⽣物について学
習しようとする意欲がみられました。） 
 
展⽰会場写真 



  

＜補⾜＞ 
イベント開催期間を通して、東京都のガイドラインに基づく地球温暖化対策を⾏いました。 
 ◎ ⾏事の会場において、こまめな空調温度のコントロールによる過剰冷却の防⽌や、閉
場時における機器の消灯を通じて、省エネルギーの実践に努めた。 
 ◎ スタッフの移動は公共交通機関を推奨し、⾃動⾞の使⽤を抑制した。 
 ◎ ポスター等において、公共交通機関を利⽤した来場⽅法を案内・周知した。 
 ◎ ⾏事の会場において廃棄物の適正な分別を⾏った。 
 ◎ 展⽰物におけるプラスチック利⽤を抑制した。 
 



 
事業②『ダーウィンが来た！』番組映像＋Sphere 地球儀コラボコンテンツのモニタリング 
（＠港区⽴みなと科学館、旭川市⽴科学館、港区⽴・⾼松中学校） 
  
NHK『ダーウィンが来た！』番組映像と Sphere 地球儀の組合せは、単にミュージアム・イ
ベントでの⼀過性の展⽰に終らず、今後「海」への関⼼と理解を深め、海洋教育に新次元を
開く「汎⽤的」なデジタル教材パッケージとして、今後継続的に博物館や学校教育現場で活
⽤されるべきものと考えております。 
今回のミュージアムイベントにむけた試作と展⽰はその第⼀歩であり、次年度以降その「パ
ッケージ教材」としての完成を⽬指しています。そのため今回試作した８本（ここでは仮に
『ダーウィンが来た！』Sphere コラボコンテンツと呼びます）につき、学校教育現場や博
物館でどのように受け⽌められるか、モニタリング展⽰を実施しました。 
 
ミュージアム開催後、2022 年秋に先⾏的に学校の先⽣⽅や博物館の学芸員に⼩規模なモニ
タリング（試写を⾒てアドバイスを頂く作業）を⾏なったところ、「解説員なし」でも閲覧
者が理解できるよう映像と地球儀の同期や相互関係の明⽰性を改善する必要がある、解説
内容をもう少し平易化したほうがよい等のアドバイスを受けました。 
夏のミュージアム展⽰では解説員が居て補⾜説明が出来たため、こうした問題は顕在化し
ませんでしたが、今後学校や博物館に頒布してゆく汎⽤的なパッケージ教材にしてゆくに
は必要な改善点と認識しました。 
そこで、これを受けた改善作業を 2022 年秋から 2023 年初めにかけて⾏い、2 ⽉から３⽉
にかけて下記の博物館と学校でモニタリング作業を施⾏しました。（モニタリングの実施時
期は学校側の試験などとの兼ね合い、博物館側の他の展⽰との関係から相談のうえ決定。） 
１）港区⽴・⾼松中学校（モニタリング実施；3 ⽉１⽇〜７⽇） 
２）港区⽴みなと科学館（試験展⽰；2 ⽉７⽇、モニタリング実施；３⽉ 14⽇〜3 ⽉ 30 ⽇） 
３）旭川市⽴科学館（展⽰及びモニタリング実施；3 ⽉ 10 ⽇〜3 ⽉ 25⽇） 
 
アンケート結果（資料２）に⾒るように、ここでも概ねポジティブな感想とともに、今後の
教材としての改善・進化にむけて貴重なアドバイスの数々を得ました。これらの点は、次年
度の制作プロセスにおいて⼗分考慮し、『ダーウィンが来た！』Sphereコラボコンテンツの
「完成版」にむけて鋭意作業を進める所存です。 
 
 
事業③『千代⽥アースクール』開講 
 
2022 年夏の「海の⽣きもの地球ミュージアム」はリピーターの多さが特徴でしたが、その



中で特に近隣の千代⽥区在住の数組の親⼦づれからミュージアム展⽰の「継続」「再開」の
要望が繰り返し寄せられました。 
それを受けて 2022 年秋から⽉例で試験的に開催したのが「アースクール」（地球教室の意）
で、夏のミュージアム展⽰同様に Sphere 地球儀を数台展⽰した形での授業・ワークショッ
プを開催。⼗数組の親⼦がほぼ毎回参加する定例イベントとして定着したため、2023 年 5
⽉からは千代⽥区と教育委員会の「後援」も受けて⽉例で公開実施の予定です。 
（写真は「アースクール」染⾊ワークショップ〜植物から⾊をいただく。参考動画も別添） 

 
 
こうして地元のコミュニティや教育委員会とも連携した「地域密着型」の教育・社会貢献活
動が始まったことは、「海の⽣きもの地球ミュージアム」の想定を超えた成果であり、この
⾯でも貴財団の助成に深く感謝申し上げる次第です。 
この有意義な活動の芽を持続可能な地球環境教育プラットフォームとして定礎すべく、こ
の夏も「海の⽣きもの地球ミュージアム２」を開催する予定です。ご⽀援を賜れれば幸いで
す。 



 
「海の⽣きもの地球ミュージアム」2022 配付チラシ(表⾯) 

 
 



配付チラシ(裏⾯) 

 
 
 



会場案内パンフレット 

 
 


